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安

倍

家

文

書

目

録

〔
石

炭

関

係

分

〕

細

川

章

五

年

程

前

、

多

久

市

に
住

ま

れ

る
石

丸

正

臣

氏

か

ら
、

安

倍

宗

五
郎

の
開

発

し

た

佐

賀

県

東

松

浦

郡

厳

木

村
字

中

島

の
峠

炭

坑

資

料

を

、

多

久

市

立

図

書

館

に
寄

贈

し

て
下

さ

る

と

い
う

お

話

が

あ

っ
て

い
た
。

其

の
中

の
何

点

か

は
、

同

じ

く
多

久

市

に
居

ら

れ

る
川

内

昇

氏

が

『
多

久

石

炭

の
話

』
を

書

か

れ

る
時

の

資

料

と

し

て

見

せ

て
頂

い
た

が
、

残

り

の
分

に

つ

い
て

は
、

何

と

な

く

そ

の
侭

に

な

っ
て

い

た

の

を
、

此

の
五

月

十

六

日

に
全

部

届

け

て

下

さ

っ
て
、

漸

く

そ

の
全

容

を

知

る

こ
と

が

で
き

た

の

で

あ

る
。

こ

れ

は

明

治

十

七

年

か
ら

二

十

年

を
中

心

に
安

倍

宗

五

郎

が

手

が

け

た
炭

坑

の
資

料

で

あ

る
。

峠

炭

坑

に
関

す

る
も

の

が
最

も
多

い
が

、

他

に
も

、

柚

木

原

、

鼠

喰

、

滝

ノ
元

、

鶴

牧

、

北

久

保

山

、

坂

ノ

ロ
等

が

断

片

的

に

そ

の
名

を

規

か

せ

て

い
る
。

安

倍

宗

五

郎

は
安

倍

七
郎

右

ヱ
門

の
長

子

と

し

て
、

天

保

二

年

(
一
八

=
二

年

)

八

月

十

二

日

に
多

久

邑

小

侍

村

に

生

れ
、

明

治

四

十

二
年

(
一
九

〇

九
年

)

同

地

(
当

時

佐

賀

県

小

城

郡

北

多

久

村

字

小
侍

)

で

彼

し

て

い
る
。

本

来

は

開

業

医

で

あ

っ
た

。

医

学

は

長

崎

で

学

ん

だ

と
伝

え

ら

れ
、

明

治

初

期

、

既

に

使

用

し

た

と

い
う

手

術

用

具

一
式

が

今

に
残

っ
て

い
る
。

漢

方

医

薬

の
調

剤

に

つ

い

て
も

記

録

が

あ

っ
た

そ

う

で
、

古

い
家

に

は

「
チ

ョ
ゴ

ン

マ

(
調

剤

の
間

)
」

と

い
う

薬

部

屋

が

遺

っ
て

い
た

の
を

、

四
年

前

家

を

改

築

し

た
時

取

り

殼

し

て

し

ま

っ
た

と

の

こ
と

で

あ

る
。

し

た

が

っ
て

医
学

関
係

の
資

料

が

数

多

く

所

蔵

さ

れ

て

い
た

が

、

こ

れ

は
蘭

方

・
漢

方

を
含

め

て
、

次

男

伯

彦

氏

が

軍

医

で

あ

っ
た

為

関

心
が

深

く
、

御

自

分

の
方

へ
引

取

ら

れ

た

と

い
う

こ

と

で
あ

る
。

安

倍

家

と

石

丸

家

の
関
係

を

示

す

と

次

の
通

り

で

あ

る
。

(

養

子

石

丸

宗

太
＝

虎

彦

・

安
倍
宗
五
郎

虎
彦

伯
彦

季
彦

馬
太
彦

静
子

美
枝
子

森
永
道
雄

正
臣

武
彦

正
子

養
子

安
倍
宗
五
郎

に
は
四
男

一
女
が
あ

っ
た
。
長
男
虎
彦
は
宗
五
郎
の
従
兄
石
丸

宗
太

の
養
子
と
な

っ
た
。

な
お
伯
彦
、
季
彦
、
馬
太
彦

は
そ
れ
ぞ
れ
職
を
得
て

土
地
を
離
れ
た
の
で
、
養
子
と
な

っ
て
も
虎
彦

は
そ
の
ま
ま
安
倍
家

に
住
ん
で

い
た
。
石
丸
氏
が
今
に
安
倍
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
由
縁
で
あ
る
。

虎
彦

に
は

一
男
二
女
が
あ

っ
た
。
嫡
男
武
彦

は
昭
和
十
九
年
六
月
沖
縄
で
戦

死
し
、
長
女
美
枝
子
は
森
永
道
雄
氏
に
嫁
し
て
い
た
の
で
、
次
女
正
子
が
道
雄

氏

の
弟

で
あ
る
正
臣
氏
を
養
子
に
し
て
石
丸
家
を
継

い
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
人

が
当
文
書

の
寄
贈
者
石
丸
正
臣
氏
で
あ
る
。

安
倍
家
文
書
も
こ
れ
迄
出
会

っ
た
も
ろ
も

ろ
の
文
書
群
と
同
様

に
、
決
し
て

完
全
な
形
で
は
な

い
。
明
治
か
ら
太
平
洋
戦
争
及
び
戦
后
の
混
沌
期
を
経
過
す

る
中
で
大
部
分
が
処
分
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
此
処

に
僅
か
で
も
残
り
得
た

の
は
、
長
持
の
底

に
あ

っ
た
為
に
気
付
か
な
か
っ
た
と

い
う
、
全
く
偶
然
の
事

情

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
で
も
今
日
陽

の
目
を
見
る
こ
と

翫ゐ



が

出

来

た
と

い
う

こ
と

は
、

や

は

り
喜

ば

し

い

こ
と

と

思

う
。

早

速

御

寄

贈

下

さ

っ
た

石

丸

正

臣

氏

に
は

心

か

ら
謝

意

を
表

し

た

い
。

文

書

全

体

か

ら
見

る

と
、

石

炭

関

係

が

六

十

五

点

、

土
地

書

入
証

等

が

二
十

二
点

、

日
記

書

簡

等

が

十

点

で
あ

る
。

ま

た

、

目

録

記

載

中

、

標

題

・
年

号

共

に
推
定

分

は

〔

〕
で

囲

ん

で

い

る
。

推

定

不

能

分

は

〔

〕
の
中

が

無

記

入

に
な

っ
て

い

る
。

標

題

の
下

の

(

)

は

柳

か
説

明

に
過

ぎ

る

と

思

っ
た
が

、

標

題

の
固

有

化

を
援

け

た

つ
も

り

で
あ

る
。

書

形

は
表

紙

の
あ

る

も

の

は
、

枚

数

に
関

り

無

く

「
書

冊

」

、

表

紙

が

無

く

て

四

っ
目

綴

じ

て

あ

る

の

は

「
書

綴

」

、

片

隅

を

こ

よ

り

で
綴

じ

た

だ

け

の

も

の

は
、

単

に

「
綴

り

」

と

し

て
枚

数

を

付

し

て

い

る
。

横

長

型

は

長

帳

で

体

裁

の
記

述

は
同

様

で

あ

る
。

一
枚

の
も

の
は
「
一

枚

」

他

に

「
折

紙

」

「
巻

紙

」

は
紙

の
形

式

を

そ

の
ま

ま

採

っ
た
。

分

量

が

少

な
い
の
で
、
こ
ま

か

い
分

類

は

し

て

い
な

い
。

一
覧

し

て

御

了

解

頂

け

る

の

で
そ

の
方

が

よ

い
と

思

っ
た

か

ら

で

あ

る
。

(
目

録

は

次

頁

よ

り

)

執
筆
者
紹
介

(執
筆
順
)

松
崎

武
俊

秀
村

選
三

上
刎

忠

今
津

健
治

川
崎
英
太
郎

入
江

寿
紀

細
川

章

斎
藤

俊
彦

東
定

宣
昌

崔

泰
鍋

田
中

直
樹

左
合
藤
三
郎

八
田
千
恵
子

福
岡
藩
史
研
究
会
会
員

九
州
大
学
教
授

(経
済
学
部
)

直
方
市
史
編
纂
室
勤
務

神
戸
大
学
助
教
授

(教
養
部
)

住
友
修
史
室
勤
務

西
日
本
鉄
道
勤
務

多
久
市
立
図
書
館
司
書

N
H
K
資
料

セ
ン
タ
ー
勤
務

九
州
大
学
大
学
院
博
士
課
程

(経
済
学
研
究
科
)

九
州
大
学
経
済
学
部
研
究
生

(留
学
生
)

日
本
大
学
講
師

(生
産
工
学
部
)

元

『
日
本
労
務
管
理
年
誌

』
編
纂
委
員

佐
賀
新
聞
社
資
料
室
勤
務

「「



め
ゆ

安
倍
家
文
書
目
録

(
石
炭
関
係
分
)

米
渡
楳礦

内
仕
繰
日
役
簿

礦
夫
勘
定
簿

石
炭
山
坑
夫
薬
価
写

(柚
木
原
棟
梁
太
助
)

定
約
証

借
区
坑
業
中
定
約
証

委
任
状

(
小
侍
村
岩
本
山
字
鼠
喰
炭
坑
借

区
三
千
六
百
坪

の
巻
面
請
取
の

室
)

石
炭
場
譲
与
約
定
証

借
区
譲
渡
願

(安
倍
宗
五
郎
相
島
弥
七
よ

り
松
枝
常
訓

へ
譲
渡
願
出
)

約
定
証

(借
区
譲
渡
)

借
区
譲
受
約
定

二
対

ス
ル
返
リ
証

借
区
坑
業
明
細
表

出
炭
譲
渡
証

金
受
取
証

(石
炭
運
搬
為
換
定
約

二
対

ス

ル
金
員

ノ
筋
…
)

石
炭
運
送
為
替
金
請
証

石
炭
為
換
金
請
取
証

石
炭
為
換
金
請
取
証

東
松
浦
郡
唐
津
鷹
取
土
場
出
炭
為
換
約
定

証小
城
郡
別
府
古
賀
津
土
場
届
売
炭
為
換
金

約
定
証

見
本
献
炭

石
炭
方
合
併
社
申
合
規
則

石
炭
坑
業
約
定
証

石
炭
坑
下
請
約
定
証

記

(石
野
屋
弥
平
よ
り
刑
察
方
巡
査
酒
井

久
五
郎

へ
)

明
治
十
九
年
第
六
月
以
降

明
治
十
九
年
戌
八
月
十
六
日
以
降

明
治
廿
年
二
月
以
降

〔

〕

明
治
十
七
年
七
月

明
治
十
七
年
第
七
月

明
治
十
七
年
十
月
六
日

明
治
十
九
年
十
二
月

一
日

明
治
十
九
年
十
二
月
二
日
消

ス

明
治
廿
年
五
月
廿
五
日

明
治
廿
年
五
月
廿
五
日

明
治
十
八
年
五
月
八
日

明
治
廿
年
二
月
廿
七
日

明
治
廿
年
四
月
六
日

明
治
廿
年
四
月
十
八
日

明
治
廿
年
四
月
廿
八
日

明
治
廿
年
五
月
六
日

明
治
廿
年
四
月
六
日
結
約

明
治
廿
年
弟
八
月
結
約

明
治
十
八
年
十
月
三
日

明
治
八
年
十
月

明
治
廿
弐
年
七
月
八
日

明
治
二
十
二
年
五
月

一
日

明
治
八
年
亥
十
二
月
十
九
日

長

帳

長

帳

長

帳

折

紙

綴

リ

(
二
枚
)

書
冊

一

枚

綴

リ

(
二

枚

)

綴

リ

(
二

枚

)

綴

リ

(
二

枚

)

一

枚

六

枚

一

枚

一

枚

一

枚

一

枚

一

枚

綴

リ

(
三
枚

)

書

綴

綴

リ

(
二

枚

)

書

綴

綴

リ

(
四

枚
)

綴

リ

(
二
枚

)

一

枚



借
用
証

(峠
炭
山
棟
梁
よ
り
坑
主
安
倍
宗

五
郎
宛
)

証

(炭
礦
仕
繰
金
借
用
証
)

記

(炭
山
道
路
費
受
取
証
)

借
金
証

金
受
取
証

証
券

(龍

ノ
元
炭
山
村
補

ヒ
金
…
)

証
巻

(龍

ノ
元
炭
山
村
補

ヒ
金
…
)

村
補
金
収
入
約
定

証

(所
有
地
山
林
煙
掛
リ
且
木
材
代
と
し

て
…
)

請
取
証

(村
補
金
)

請
取
証

(峠
石
山
弐
拾
年
度
村
補
金
之
内

進
達
差
止
願

(峠
炭
山
借
区
券
面
ヲ
抵
当

ト
シ
金
員
借
用
…
)

進
達
御
差
留
願

(峠
炭
山
借
区
券
面

ヲ
抵

当
ト
シ
金
員
借
用
…
)

委
任
状

(鶴
牧
炭
坑
幸
里
得
善

ト
示
談
ノ

上
仕
繰
金
ト
シ
テ
…
)

〔

〕

(安
倍
宗
五
郎

外
壱
名

ヨ
リ
石
炭
場
譲
渡

二
付
…
)

〔

〕

(
本
年
上
半
季

石
炭
明
細
表
本
月
末
日
進
達
之
期
…
)

定
約
書
事

(石
炭
代
金
請
取

の
事
…
)

〔

〕

(安
倍
宗
五
郎

公
よ
り
譲
与
金
御
差
戻
し
…
)

三
瀦
県
若
津
石
野
屋
弥
平
ナ
貸
金
催
促
之

訴

二
付
有
筋
始
末
書

約
定
之
覚

(
正
院
谷
新
礪

口
一
式
代
…
)

証

(金
銭
受
取
証
)

請
取
証

(明
治
卜
九
年
度
村
補
金
)

受
取
証

(
明
治
廿
年
度
道
補
金
)

)

ー

り
鴎
1

明
治
十
八
年
十
月
廿
八
日

明
治
十
八
年
十

一
月

明
治
十
九
年
四
月
十
七
日

明
治
二
十
年
三
月
廿
二
日

明
治
廿
二
年

一
月
廿
九
日

明
治
十
九
年
十
二
月

明
治
十
九
年
十
二
月
廿
八
日

明
治
廿
年
旧
三
月
十

一
日

明
治
廿
年
十
月
廿

一
日

明
治
弐
拾
年
旧
七
月
十

一
日

明
治
弐
拾
壱
年
二
月
十
五
日

明
治
廿
年
三
月
廿
九
日

〔明
治
廿
二
年
第
八
月

明
治
廿
年
三
月

〕

明
治
廿
二
年
七
月
廿
三
日

〔

〕

第
三
月
十
四
日

明
治
八
年
十

一
月
十
四
日

明
治
六
年
西
十

一
月

明
治
二
十
年
七
月
六
日

明
治
弐
拾
年
二
月
廿
九
日

明
治
廿
年
十
月
十
八
日

一

枚

二

枚

一

枚

一

枚

一

枚

一

枚

一

枚

一

枚

一

枚

一

枚

一

枚

一

枚

一

枚
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野田家日記佐賀大学名誉教授三好不二雄氏監修三好嘉子氏校注

・解説

●A5判二○○頁定価三、五OO円往時主要な街道の一つであった長崎街道牛津宿

(佐賀県牛津町)の富商野田家の当主が江戸時

代後期八十七年間にわたり書きついだ覚書で '家業を重んじて封建の世を生き抜いた商人の記録で庶民の生活を語り、当時の社会的重要事件

にも触れて興味深いものであるO


